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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
臨
時

県
議
会
が
４
月･

６
月
に
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
５
１
３
億
円(

第
二
次)

、
２

４
５
億
円(

第
三
次)

の
補
正
予
算
を

採
択
。
三
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
総
額

は
８
６
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
臨

時
会
で
は
、
斉
藤
県
議
が
補
正
予
算
に

対
す
る
質
疑
に
立
ち
、
各
常
任
委
員
会

で
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

県
議
団
は
、
達
増
知
事
に
第
二
次
・

第
三
次
の
申
し
入
れ
を
行
う
と
と
も

に
、
医
療
関
係
者
や
商
工
団
体
、
観
光

業
者
、
労
働
組
合
・
民
主
団
体
の
皆
さ

ん
と
懇
談
し
、
実
態
と
課
題
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。 

 

県
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
事
業
者

の
影
響
調
査(

５
月
調
査)

で
は
「
す
で

に
影
響
が
出
て
い
る
」
が
82
％
、｢

今

後
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る｣

が

12
％
と
94
％
を
超
え
る
事
業
者
が

影
響
を
受
け
る
実
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
41
％
以
上
の
売
り
上
げ
減
少
」

が
34
％
に
の
ぼ
り
、
宿
泊
業
で
は
95 

達増知事(左から３人目)に新型コロナ対策に関する第三
次の申し入れを行う党県委員会と県議団（６月１日） 

 
設
置
さ
れ
、
北
上･

花
巻･

気
仙･

久
慈･

二
戸
圏
域
に
も
７
月
中
に
設
置
さ
れ
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
県
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
１
日
80
件
ま
で
可
能
と
な
り
、
保

健
所
に
は
Ｏ
Ｂ
の
保
健
師
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
わ
て
感
染
制
御
支
援
チ
ー

ム(

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ)

が
院
内
感
染
防
止
対
策

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

医
療
体
制
は
、
感
染
者
受
け
入
れ
病
床

を
93
床(

重
症
30
床
含
む)

確
保
し
、

１
６
６
床
の
確
保
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
に
は
３
５
０
床
の
確
保
を
め

ざ
し
ま
す
。
軽
症
者
の
宿
泊
施
設
は
、
盛

岡
市
内
に
85
室
確
保
、
感
染
拡
大
し
た

場
合
は
３
０
０
室
を
確
保
し
ま
す
。 

受
診
抑
制
や
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
よ

り
、県
立
病
院
で
は
11
億
８
千
万
円(

４

～
５
月)

の
大
幅
な
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
民
間
医
療
機
関
で
も
、
医
科
で

83
％
、
歯
科
で
58
％
が
前
年
同
月
比

で
減
収(

県
保
険
医
協
会
調
査)

と
な
っ

て
お
り
、
感
染
の
第
二
波
に
備
え
る
上
で

も
医
療
機
関
の
減
収
に
対
す
る
補
て
ん･

支
援
は
緊
急
の
課
題
で
す
。 

％
、
飲
食
業
で
69
％
、
運
輸
業
64
％

と
深
刻
な
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
の
家
賃
補
助(

２
分
の
１
補
助
、
月

上
限
10
万
円
、
３
ヶ
月
分)

は
、
条
件
が

「
３
ヶ
月
の
売
上
減
少
30
％
以
上
」
に

緩
和
さ
れ
、
対
象
事
業
者
が
５
千
か
ら
９

千
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
感
染
症
対

策
の
設
備
の
改
修･

備
品
の
購
入
等
に
１

店
舗
当
た
り
10
万
円
を
補
助
し
ま
す
。 

観
光
宿
泊
業
対
策
で
は
、｢

い
わ
て
の

宿
応
援
割｣

の
市
町
村
補
助
は
１
泊
千
円

か
ら2000

円
に
増
額
さ
れ
る
と
と
も

に
、
県
単
独
で1

泊2000

円
の
宿
泊
ク

ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
な
ど
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。
経
営
継
続
支
援
金100

万
円
、
感

染
症
対
策
の
設
備
に
上
限200

万
円
（
経

費
の3

分
の2

）、
観
光
バ
ス
運
行
支
援

事
業
費
補
助3

億
円
（1

台1

運
行
当
た

り5

万
円
補
助
）
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。 

免
除
措
置
は
今
年
12
月
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
10
年
目
以
降
の
免
除
継
続

に
向
け
て
重
要
な
一
歩
に
な
り
ま
し

た
。
県
保
険
医
協
会
が
行
っ
た
被
災
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
来
年
か
ら
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
発
生
し
た
場
合
「
通
院

に
支
障
が
出
る
」
と
答
え
た
人
が
６
割

に
達
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収

入
が
減
り
、
医
療
費
免
除
で
本
当
に
助

か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
切
実
な
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

岩
手
医
労
連
が
提
出
し
た
「
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
た
め
に
医
師･

看
護
師
の
増

員
を
求
め
る
」
請
願
と
意
見
書
も
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た(

自
民
党
と

公
明
党
が
反
対)

。 

 

岩
商
連
な
ど
が
提
出
し
た
「
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
消
費
税
率
を
５
％
に

引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
は 

関根議長に請願を提出する県保険医協会の皆さん
と同席する斉藤県議(６月２９日) 

 

７
月
６
日
、
６
月
県
議
会
最
終
本
会

議
で
、
県
保
険
医
協
会
や
復
興
県
民
会

議
な
ど
が
提
出
し
た
「
被
災
者
の
医
療

費
・
介
護
保
険
利
用
料
等
の
免
除
継
続

を
求
め
る
」
請
願
と
意
見
書
が
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た(

自
民
党
と
公

明
党
、
無
所
属
の
一
部
議
員
が
反
対)

。 

自
民
党･

公
明
党･

い
わ
て
新
政
会
・
い

わ
て
県
民
ク
ラ
ブ
な
ど
が
反
対
し
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

か
ら
２
千
円
に
増
額
、
県
単
独
で
１
泊
２

千
円
の
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
な

ど
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経
営
継
続

支
援
金
百
万
円
、
感
染
症
対
策
の
設
備
に

上
限
２
百
万
円(

経
費
の
３
分
の
２)

、
観

光
バ
ス
運
行
支
援
事
業
費
補
助
３
億
円

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

臨時県議会で質疑に立つ斉藤県議(6月11日) 

 

検
査
体
制
、
医
療
体
制
を
強
化 

県
立
病
院
は
11･

８
億
円
の
減
収 

検
査
体
制
で
は
、
両
磐･

宮
古･

胆

江･

釜
石･

盛
岡
の
各
圏
域
に
発
熱
外

来
（
地
域
外
来･

検
査
セ
ン
タ
ー
）
が

設
置 

事
業
者
に
最
大
30
万
円
の
家
賃
補
助 

県
独
自
に
１
泊
２
千
円
の
ク
ー
ポ
ン 

農
林
漁
業
者
へ
の
支
援 

 

農
林
漁
業
者
へ
の
支
援
で
は
、
国
の
持

続
化
給
付
金
や
経
営
継
続
補
助
金
の
活

用
に
加
え
、
県
事
業
と
し
て
は
、
肥
育
農

家
が
和
牛
子
牛
市
場
か
ら
肥
育
素
牛
を

導
入
す
る
場
合
、
１
頭
当
た
り
１
万
円
の

補
助
を
実
施
。
県
産
食
材
の
消
費
拡
大
で

は
、
学
校
給
食
へ
の
牛
肉
と
ホ
タ
テ
の
活

用
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 
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  【
４
月
】 

9
日 

市
議
団
と
盛
岡
市
立
病
院
院
長
と
懇
談
、
川

久
保
病
院
事
務
長
・総
看
護
師
長
と
懇
談 

10
日 

船
戸
岩
大
特
任
助
教
と
懇
談
、
野
原
県
保
健

福
祉
部
長
と
懇
談
、
盛
岡
保
健
所
長
と
懇
談 

11
日 

全
県
地
区
議
員
団
長
会
議 

12
日 

県
議
会
文
教
委
員
会 

13
日 

地
域
医
療
確
保
特
別
委
員
会
、
県
政
調
査
会 

18
日 

自
治
研
講
座「
学
校
統
合
と
高
校
再
編
」 

19
日 

大
船
渡
市
議
選
応
援 

20
日 

県
議
会
災
害
対
策
本
部
会
議 

22
日 

市
議
団
と
の
び
っ
こ
療
育
セ
ン
タ
ー
訪
問
・懇

談
、
岩
大
理
工
学
部
一
祐
会
理
事
会 

23
日 

生
活
相
談
・県
信
用
保
証
協
会 

24
日 

議
運
、
議
案
説
明
会 

30
日 

議
運
、
臨
時
県
議
会 

【
５
月
】 

1
日 

メ
ー
デ
ー
ス
タ
ー
ト
集
会
、
県
庁
前
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ 

3
日 

憲
法
記
念
日
街
頭
宣
伝
、
革
新
懇「
ア
ベ
政
治

を
許
さ
な
い
」リ
レ
ー
ト
ー
ク 

12
日 

県
料
理
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
訪
問
、
県
旅

館
ホ
テ
ル
同
業
組
合
事
務
局
長
と
懇
談 

14
日 

県
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事
と
懇
談
、
市
議

団
と
つ
な
ぎ
温
泉
観
光
協
会
会
長
と
懇
談 

19
日 

県
議
会
災
害
対
策
本
部
会
議
、
安
倍
改
憲
ノ

ー
！
夕
方
デ
モ 

20
日 

臨
時
議
会
、
第
４
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

22
日 

岩
商
連
対
県
要
請(

商
工
観
光
労
働
部
長
） 

23
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

26
日 

川
久
保
病
院
事
務
長
・総
婦
長
と
懇
談 

29
日 

大
船
渡
調
査―

森
下
水
産
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

大
船
渡
、
大
船
渡
商
工
会
議
所 

【
６
月
】 

1
日 

達
増
知
事
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
第
三
次
申
し

入
れ 

3
日 

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」リ
レ
ー
ト
ー
ク 

6
日 

４
野
党
合
同
リ
レ
ー
ト
ー
ク 

8
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
盛
岡
広
域
振
興
局
と

懇
談
会 

11
日 

臨
時
議
会
（新
型
コ
ロ
ナ
対
策
第
三
次
補
正
議

決
） 

15
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
第
５
回
野
党
共
闘
調

整
会
議 

16
日 

平
和
行
進
代
表
が
菊
地
副
知
事
・関
根
県
議

会
議
長
を
表
敬
、
県
庁
前
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

19
日 

日
本
民
主
青
年
同
盟
岩
手
県
委
員
会
が
県
要

請
（佐
々
木
ふ
る
さ
と
振
興
部
長
） 

20
日 

４
野
党
合
同
街
頭
演
説
（盛
岡
駅
前
） 

23
日 

議
運
、
６
月
県
議
会
開
会 

24
日 

県
議
団
が
県
立
大
学
斉
藤
教
授
・桜
准
教
授

訪
問
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
で
懇
談 

27
日 

岩
手
県
平
和
委
員
会
的
総
会 

29
～
1
日 

本
会
議 

【
７
月
】 

2
日 

文
教
委
員
会 

3
日 

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」リ
レ
ー
ト
ー
ク 

6
日 

最
終
本
会
議 

9
日 

高
橋
千
鶴
子
衆
院
議
員
・岩
渕
友
参
院
議
員
・

ふ
な
や
ま
由
美
が
県
医
療
局
長
、
県
商
工
会

連
合
会
を
訪
問
・調
査
、
国
政
報
告
・国
政
へ

の
要
望
を
聞
く
会 

10
日 

安
倍
９
条
改
憲
ノ
ー
！
岩
手
の
会
全
体
会 

13
日 

第
６
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

15
日 

党
創
立
98
周
年
オ
ン
ラ
イ
ン
記
念
講
演
会 

学
校
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
学
習
指

導
員
54
人
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は

全
校
に
５
３
３
人
の
増

員
配
置
が
予
算
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
学
習
指
導
員

は
８
人(

７
月
中
に
＋
２

人)

、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
は

25
人

(

同
＋
45
人)

の
配
置
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

進
め
る
こ
と
で
す
。
20
人

規
模
の
学
級
を
実
現
す
る

こ
と
が
急
務
の
課
題
だ
と

日
本
教
育
学
会
の
提
言
を

示
し
指
摘
し
ま
し
た
。
７
月

３
日
に
全
国
知
事
会･

市
長

会･

町
村
会
が
連
名
で
「
少

人
数
学
級
の
実
現
を
求
め

る
緊
急
提
言
」
を
行
っ
た
こ

と
は
極
め
て
重
要
で
す
。 

 

最
も
切
実
な
課
題
は
、
教
室
に
お
け

る
身
体
的
距
離
の
確
保
、
子
ど
も
た
ち 

本
的
な
欠
陥
が
あ
る
と
厳
し
く
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
子
ど
も
生
活
実
態
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
収
入
の
中
央
値
２
分
の
１

以
下
の
子
ど
も
の
「
授
業
の
理
解
度
」

が
71
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
問
題
を

指
摘
し
、
教
育
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

就
学
支
援
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
は
県
内
21
名

で
、「
中
学
校
区
に
１
人
配
置
」
と
い

う
文
科
省
の
方
針
を
示
し
、
大
幅
な
増

員
配
置
を
求
め
ま
し
た
。 

 

教
員
の
働
き
方
改
革
に
か
か
わ
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
教
員
の
時
間
外
勤

務
の
実
態
を
質
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の

教
員
の
時
間
外
勤
務
は
45
時
間
以
上

が
27･

５
％
、
80
時
間
以
上
が
８･

８
％
と
深
刻
な
実
態
で
す
。
時
間
外
勤

務
時
間
の
上
限
を
定
め
る
こ
と
は
半

歩
前
進
で
す
が
、
罰
則
も
な
く
、
超
過

勤
務
手
当
の
支
給
も
な
い
と
い
う
根

本
的
な
欠
陥
が
あ
る
と
厳
し
く
指
摘

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
提
起
さ
れ

て
い
な
い
「1

年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
時
間
外

勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る
中
で
は
導

入
す
る
前
提
条
件
が
な
い
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。 

美
衆
院
比
例
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
定
候

補
が
来
県
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
熊

谷
泰
樹
県
医
療
局
長
、
県
商
工
会
連
合

会
の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

熊
谷
医
療
局
長
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
の

病
床
確
保
や
手
術
の
延
期
、
紹
介
患
者

の
減
少
、
専
門
医
不
足
等
の
課
題
を
述

べ
つ
つ
、「
感
染
対
策
を
講
じ
て
い
る

医
療
機
関
は
安
心
し
て
受
診
で
き
る

と
い
う
機
運
の
醸
成
が
必
要
。
受
診
控

え
に
よ
っ
て
重
症
化
し
て
か
ら
で
は

遅
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

県
商
工
会
連
合
会
で
は
熊
谷
敏
弘

専
務
理
事
ら
と
懇
談
。
６
月
の
事
業
者

実
態
調
査
で
は
、
９
割
の
事
業
者
が

「
す
で
に
影
響
が
出
て
い
る
」「
今
後

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
懇
談
で
は
、「
相
談
件
数

が
急
増
し
て
お
り
、
商
工
会
へ
の
人
的

支
援
は
あ
り
が
た
い
が
、
１
～
２
年
の

長
期
配
置
を
」
「
持
続
化
給
付
金
の

『
50
％
以
上
の
減
収
』
と
い
う
条
件

が
厳
し
く
対
象
が
狭
い
。
２
割
減
収
で

も
大
変
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
倒
産
し
か

ね
な
い
」
と
の
切
実
な
声
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

県商工会連合会を訪問し懇談(７月９日) 

 

７
月
９
日
、
高
橋
千
鶴
子
衆
院
議

員
、
岩
渕
友
参
院
議
員
、
ふ
な
や
ま
由

美 

佐藤教育長に「子どもや教職員の命と健康を守り
豊かな学びの保障を求める」申し入れ (６月９日) 

６月２０日、盛岡駅前で県内４野党による合同街頭演説
を開催。国民民主党の木戸口英司･横沢高徳両参院議員
(野党統一)､立憲民主党の中村起子県連合幹事長､社民党
の小西和子県議､日本共産党からは斉藤県議が訴えまし
た。６月６日には合同リレートークも開催しました。 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(７月２日) 

 

案 件 斉藤 信 

日本共産党 

小西和子 

社民党 

軽石義則 

希望いわて 

吉田敬子 
新政会 

髙橋但馬 
新政会 

米内紘正 
自民党 

高橋康介 
自民党 

小林正信 
公明党 

千葉絢子 
県民クラブ 

上原康樹 
無所属 

被災者の医療費･介護保険利用料等の

免除継続を求める請願･意見書⇒採択 
○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

医療崩壊を防ぐために医師･看護師の

増員を求める請願･意見書⇒採択 
○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

教職員定数改善と義務教育費国庫負担

制度２分の１復元を求める請願･意見

書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 

緊急経済対策として消費税率を５％に

引き下げることを求める請願⇒不採択 
○ ○ ○ × × × × × × ○ 

 

子ども・子育て支援に関する基本的な計画とし

て「いわて子どもプラン（2020～2024）」最終案

が審議され全会一致で採択されました。また、個

別計画となる「岩手県子どものしあわせ応援計画

（2020～2024）案」（岩手県子どもの貧困対策推

進計画）、「岩手県ひとり親家庭等自立促進計画

（2020～2024）案」も示されました。 

子ども生活実態調査結果を踏まえて、子どもの

教育支援の取り組みと指標の問題、ひとり親家

庭・就学援助世帯等への経済的支援制度の周知、

子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合

支援拠点の全市町村でのすみやかな設置を求め

ました。 

 

・８月１２日（水）午後６時 

・９月 ９日（水）午後６時 

予約電話番号:６５１-５８８１ 


